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西南女学院大学 

 

Ⅰ 評価結果 

 

【判定】 

評価の結果、日本高等教育評価機構が定める評価基準に適合していると認定する。 

 

Ⅱ 総評 

 

「基準１．使命・目的等」について 

建学の精神「感恩奉仕」を実践する女性の育成を使命とし、教育目的は具体的かつ簡明

に表現され、キリスト教教育を教育課程の主軸に置き、建学の精神である「感恩奉仕」を

展開させるよう大学の個性が反映されている。「学校法人西南女学院 中期計画(2022-

2026)Mission『要』」を策定し、使命・目的及び教育目的を具現化するための具体的施策が

全学を挙げて実行に移され、時代の変遷に合わせて教育研究組織が適切に編成されている。 

 

〈優れた点〉 

○1 年次の必修科目として「キリスト教と西南女学院のあゆみ」を開講し、西南女学院の

歴史を知り、キリスト教の精神を学び、建学の精神「感恩奉仕」について理解を深め「西

南女学院生」としての自己形成を深める積極的取組みは高く評価できる。 

 

「基準２．学生」について 

入学者選抜はアドミッション・ポリシーに沿った多様な入試区分により実施されている。

入学定員の充足状況に課題がある学科もあるが、「将来計画検討プロジェクト」において、

あらゆる選択肢を視野に入れ、組織改編を含む抜本的な改革、学生募集の徹底的な改善を

検討している。教職協働により各種委員会が学修支援に関する実施体制を適切に整備して

いる。就職委員会、就職課、ゼミ担当者、アドバイザーが連携を図って就職・進学に対す

る支援体制を整備し運用している。学生委員会、学生課、学生総合支援室を置き、学生支

援と厚生指導に当たり、経済的支援は多様な奨学金制度を設け適切に運用されている。学

修環境は大学設置基準を満たす校地、校舎が教育目標達成のために整備され、耐震補強の

大規模改修工事も行っている。学生の意見・要望に関しては、「学生生活に関する実態調査」

の実施、「意見箱」の設置等を通じて把握し、結果を分析、公表し課題の改善に努めている。 

 

〈優れた点〉 

○学科ごとに「退学防止のための学科における取組み状況」として、年度方針を定め、分

析を行い、次年度の改善策を定めるなど、退学防止策が充実している点は、評価できる。 

○毎年、新入生を対象に「健康調査(University Personality Inventory)」を実施し、必

要に応じて学生総合支援室への来談勧奨を行っている点は高く評価できる。 

 

「基準３．教育課程」について 
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教育目的に基づき、大学、学部、学科ごとにディプロマ・ポリシーを策定し大学ウェブ

サイトでも周知している。単位認定、進級・卒業・修了認定基準については、学則第 36 条

に定め、「キャンパスライフ（学生生活ガイドブック）」で周知し、厳正に運用されている。

大学、学部、学科ごとにカリキュラム・ポリシーを策定し、体系的な学修はカリキュラム

マップで可視化されている。教養教育は適切に実施され、全学で教授方法の工夫・開発及

び改善を目的とし FD 研修会が適宜実施されている。三つのポリシー（ディプロマ・ポリ

シー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー）を踏まえた学修成果の点検

等を確立するため「教学マネジメント会議」を設置し、アセスメント・ポリシーを策定し

ている。授業評価アンケート、学生生活に関する実態調査等が適切に実施され、その結果

は適宜フィードバックされている。 

 

〈優れた点〉 

○教養教育課程として、大学に「総合人間科学」を独自に設定し、キリスト教教育、女性

と健康、地域創生など 7 つの領域を設け、学ぶ喜びの醸成なども目指していることは評

価できる。 

 

「基準４．教員・職員」について 

学長直轄の「将来計画検討プロジェクト」の実行、「学長メッセージ」の発信等により学

長はリーダーシップを発揮している。内部質保証に関して「点検評価改善会議」「教学マネ

ジメント会議」を設置し、適切な権限分散、役割・責任の明確化を図っている。教員の採

用・昇任等は、人事委員会や昇任選考委員会のプロセス等を明確にし、適切に実施され、

教育課程に即した専任教員の確保、適切な配置がなされている。大学全体及び各学科の教

育内容・方法等の改善の工夫・開発の情報共有など FD 研修を組織的に実施している。「西

南女学院職員研修(SD)規程」に基づき、学内外の研修プログラム・自己啓発プログラムが

積極的に開催されている。個人研究室、共同研究室は整備され、研究を適正に実施するた

め「公的研究費の不正使用及び研究不正行為防止ハンドブック」「研究費に関する取扱いマ

ニュアル」を作成し厳正に運用している。 

 

「基準５．経営・管理と財務」について 

透明性の確保及びステークホルダーへの説明責任を果たすため、法人及び教育研究に関

する情報などを主体的に公表している。教育活動の経営基盤強化に向けた「学校法人西南

女学院 中期計画 (2022-2026)Mission『要』」を定めている。理事会は、寄附行為に基づき

適切に運営され、法人の重要事項について審議している。「運営協議会」を置き、法人と大

学の各管理運営機関の意思疎通と連携を図りながら戦略的な意思決定を行う体制を整備し

機能的に運営されている。評議員会は、法人の重要事項について諮問機関として機能して

いる。財務基盤については予算基本方針と中期計画を連動・対比させながら、入学者の確

保を最重要課題として取組み、業務効率化及び改善に努めている。純資産構成比率及び積

立率は高く安定した財務基盤を確保している。学校法人会計基準に従い適正な会計処理を

行い、公認会計士及び監事による監査を適切に実施している。 
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「基準６．内部質保証」について 

教育の質保証を重点項目として掲げ「内部質保証体制図」を作成し、内部質保証が有効

に機能するよう責任体制を明らかにしている。自己点検・評価を毎年行い、改善・向上の

ために必要な事項は、各種委員会や部署において具体策を検討し改善に努めている。調査・

データ収集と分析を行うために「教学 IR 推進室」を設置している。アセスメント・ポリシ

ーに基づいて「機関レベル」「教育課程レベル」「科目レベル」の三つの段階を設定し内部

質保証の機能向上に努めている。「P 計画欄」「D 実施欄」「C 評価欄」「A 改善欄」「次年度

見通し（次年度における計画(P)の修正・変更・廃止の見通し）」に分けられた課別・委員

会別の各評価シートにより PDCA サイクルの実効化に努めている。 

 

総じて、キリスト教教育を主軸に置き、建学の精神「感恩奉仕」を具現化する人材育成

に誇りをもって誠実かつ積極的に教学活動を展開実践している。学生が母校愛を育み修学

成就できるように、教職協働で学生ファーストの視座のもと学生支援に情熱を注いでいる。

時代の変遷に適切に順応し健全な学院継続を期し、全学を挙げて中期計画の実現に向け

PDCA の実効化に取組んでいる。 

 

「大学独自の基準」として設定されている、「基準 A.地域貢献」については、基準の概

評を確認されたい。 

なお、大学が「特記事項」として挙げたのは以下のとおり。 

1．西南女学院創立 100 周年 

 

Ⅲ 基準ごとの評価 

 

基準 1．使命・目的等 

 

【評価】 

基準 1 を満たしている。 

 

1－1．使命・目的及び教育目的の設定 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

1-1-② 簡潔な文章化 

1-1-③ 個性・特色の明示 

1-1-④ 変化への対応  

 

【評価】 

基準項目 1-1 を満たしている。 

 

〈理由〉 

建学の精神「感恩奉仕」を実践する女性の育成を使命とし、学則第 1 条に教育目的を明

確に定めている。教育目的は具体的かつ簡明に表現し、「キャンパスライフ（学生生活ガイ
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ドブック）」やウェブサイトで公表し、広く社会へ公開している。キリスト教教育を教育課

程の主軸に置き、建学の精神である「感恩奉仕」を展開させるよう大学の個性が反映され

ている。「教学マネジメント会議」で教育目的の点検を行い、「将来計画検討プロジェクト」

では、これからの時代に求められる人材育成を期し、教育改革に関する検討を継続させて

いる。 

 

1－2．使命・目的及び教育目的の反映 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

1-2-② 学内外への周知 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

 

【評価】 

基準項目 1-2 を満たしている。 

 

〈理由〉 

「教学マネジメント会議」、教務委員会、教授会、大学評議会による審議を経て、重層的

かつ連続的な審議・意思決定の体制において使命・目的及び教育目的の検証が行われ、ウ

ェブサイト、「広報 西南女学院」、職員朝礼などにより学内外への周知に努めている。「学

校法人西南女学院 中期計画(2022-2026)Mission『要』」が策定され、使命・目的及び教育

目的を具現化するための具体的施策が全学を挙げて実行に移され、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーが定められている。大学の使命・目

的及び教育目的を達成するため時代の変遷に合わせて教育研究組織が適切に編成されてい

る。 

 

〈優れた点〉 

○1 年次の必修科目として「キリスト教と西南女学院のあゆみ」を開講し、西南女学院の

歴史を知り、キリスト教の精神を学び、建学の精神「感恩奉仕」について理解を深め「西

南女学院生」としての自己形成を深める積極的取組みは高く評価できる。 

 

基準 2．学生 

 

【評価】 

基準 2 を満たしている。 

 

2－1．学生の受入れ 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 
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【評価】 

基準項目 2-1 を満たしている。 

 

〈理由〉 

建学の精神、教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーを大学、学科ごとに明確に

定め、大学ウェブサイトや入学案内、学生募集要項、オープンキャンパス、入学者選抜説

明会及び進学相談会を通じて公表している。 

入学者選抜はアドミッション・ポリシーに沿った多様な入試区分により、実施している。

また、「入学試験会議」において教職員が協働して入学者選抜の方法の妥当性を検討してい

る。入学者選抜の試験問題作成は、全てのプロセスを大学自ら行い管理している。 

入学定員の充足状況に課題がある学科もあるが、「将来計画検討プロジェクト」において、

組織改編を含む抜本的な改革、学生募集の徹底的な改善を検討している。今後、更なる努

力により、学科の定員を満たすように期待したい。 

 

〈改善を要する点〉 

○保健福祉学部栄養学科、人文学部英語学科は、収容定員充足率が 0.7 倍未満であり、定

員充足に向けた改善が必要である。 

 

〈参考意見〉 

○人文学部観光文化学科の収容定員充足率が低いため、定員充足に向けた取組みに期待し

たい。 

 

2－2．学修支援 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

 

【評価】 

基準項目 2-2 を満たしている。 

 

〈理由〉 

学修支援に関しては、教職協働により各種委員会が学修支援に関する方針・計画・実施

体制を適切に整備し、運営している。在学生による 1 年生への学生支援活動としてピア・

サポートを実施している。 

オフィスアワーについては、全専任教員が特定の曜日の 90 分を指定し、兼任教員は担

当授業の前後等に対応し全学的な実施体制を整備している。情報系科目においては、受講

者が 50 人を超える科目に対して SA(Student Assistant)を導入し、教育活動を支援する体

制を整備し運用している。 

障がいのある学生に対しては、「障害学生支援に関する基本方針」を定め、専任の専門職

員を配置し、部局横断的な体制で合理的配慮の提供を行っている。支援開始後は、1 か月
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以内を目途にモニタリングを実施する体制を構築して対応している。 

 

〈優れた点〉 

○学科ごとに「退学防止のための学科における取組み状況」として、年度方針を定め、分

析を行い、次年度の改善策を定めるなど、退学防止策が充実している点は、評価できる。 

 

2－3．キャリア支援 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

 

【評価】 

基準項目 2-3 を満たしている。 

 

〈理由〉 

インターンシップを含めたキャリア教育について、1 年次の教育課程内に「キャリア開

発」を配置している他、各学部において独自のプログラムを行っている。教育課程外では、

「学内合同企業説明会」を開催し、参加交渉から説明会当日の運営まで学生が実施し、低

学年からの就職意識向上を図っている。 

就職委員会、就職課、ゼミ担当者、アドバイザーが連携を図って就職・進学に対する相

談・助言を対面のみならずインターネットを活用した支援体制を整備し、運用している。 

卒業生を対象とした「卒業生アンケート調査」「就職受け入れ先から見た西南女学院大

学・西南女学院大学短期大学部卒業生の評価に関するアンケート調査」を確実に実施し、

支援体制の見直しを行っている。 

 

2－4．学生サービス 

2-4-① 学生生活の安定のための支援 

 

【評価】 

基準項目 2-4 を満たしている。 

 

〈理由〉 

学生委員会、学生課、学生総合支援室を置き、学生支援と厚生指導に当たっている。学

生に対する経済的支援は、さまざまな状況の学生が対応できるように多様な奨学金制度を

設け、適切に運用している。学友会は、部・愛好会と公認学生団体への支援、課外活動の

活性化に向けた支援を行っている。 

海外留学支援は三つのプログラムで実施され、海外渡航時には「海外安全対策ガイドブ

ック」に沿って、学生が海外での災害、事故、事件に遭った場合の対応策を示し、説明を

行っている。ウクライナ避難学生の支援として、「ウクライナ学生支援募金」とキリスト教

センター直轄の学生ボランティアグループである「Lighthouse」を学生有志が立上げ、学

生との交流、生活全般のサポートなどを行っている。 

保健室、学生総合支援室を設け、学生の心身の健康や性に関する相談、生活相談などを
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適切に行っている。 

 

〈優れた点〉 

○毎年、新入生を対象に「健康調査(University Personality Inventory)」を実施し、必要

に応じて学生総合支援室への来談勧奨を行っている点は高く評価できる。 

 

2－5．学修環境の整備 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

 

【評価】 

基準項目 2-5 を満たしている。 

 

〈理由〉 

学修環境については、大学設置基準を満たす校地、校舎を教育目標達成のために整備し、

アクティブ・ラーニングに特化した講義室や自主学修空間を整備、有効活用されている。

耐震診断を全棟に行い、補強が必要となった校舎には大規模改修工事を行っている。図書

館については、学術情報資料、十分な広さと開館時間を確保し、利用できる環境を整備し

ている。ICT（情報通信技術）環境については、無線 LAN を大学全体に整備している。 

施設・設備の利便性に関しては、エレベータや多目的トイレの設置など学内のバリアフ

リー化と貸出用車椅子等を配置し、学生支援に配慮している。授業を行う学生数の管理は、

適切に運用されている。 

 

2－6．学生の意見・要望への対応 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意

見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 

【評価】 

基準項目 2-6 を満たしている。 

 

〈理由〉 

学修支援に対する学生の意見・要望に関しては、「学生生活に関する実態調査」の実施、

「意見箱」の設置等を通じて把握し、結果を分析、公表し課題の改善に努めている。 

学生生活に関する学生の意見・要望の把握に関しては、「健康管理カルテ」を通して必要

な情報を把握し、対応している。 

学修環境に関する学生の意見・要望に関しては、「学生生活に関する実態調査」における
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施設・設備に関する質問を通じて把握・分析し、課題の改善に努めている。 

 

基準 3．教育課程 

 

【評価】 

基準 3 を満たしている。 

 

3－1．単位認定、卒業認定、修了認定 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修

了認定基準等の策定と周知 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

 

【評価】 

基準項目 3-1 を満たしている。 

 

〈理由〉 

教育目的に基づき、大学、各学部、各学科でディプロマ・ポリシーを策定しウェブサイ

ト及び「キャンパスライフ（学生生活ガイドブック）」で周知している。また、単位認定基

準及び成績評価基準は、ディプロマ・ポリシーを踏まえて大学学則第 28 条及び大学履修

規程第 11 条に、単位認定、進級・卒業・修了、認定基準については、学則第 36 条に定め、

「キャンパスライフ（学生生活ガイドブック）」で周知し、厳正に適用している。 

 

3－2．教育課程及び教授方法 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

3-2-④ 教養教育の実施 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

 

【評価】 

基準項目 3-2 を満たしている。 

 

〈理由〉 

大学、各学部、各学科、別科で、カリキュラム・ポリシーを策定し、ウェブサイト及び

「キャンパスライフ（学生生活ガイドブック）」で周知されており、ディプロマ・ポリシー

との一貫性を保証するための体系的な学修はカリキュラムマップとして可視化されている。

また、教育課程の体系性や履修順序をカリキュラムツリーで示してあり、シラバスには学

生自身が履修している科目の位置付けを理解できるよう整備されている。 

教養教育の実施が適切になされている他、全学でグループワークを取入れる等の工夫が
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なされ、教授方法の工夫・開発及び改善を目的とした FD 研修会は、大学及び短期大学合

同での全体研修会、各学科別の研修会を適宜実施している。 

 

〈優れた点〉 

○教養教育課程として、大学に「総合人間科学」を独自に設定し、キリスト教教育、女性

と健康、地域創生など 7 つの領域を設け、学ぶ喜びの醸成なども目指していることは評

価できる。 

 

3－3．学修成果の点検・評価 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の

フィードバック 

 

【評価】 

基準項目 3-3 を満たしている。 

 

〈理由〉 

三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検等を確立するための「教学マネジメント会議」

を設置し、アセスメント・ポリシーが策定されている。また、アセスメントチェックは「機

関レベル」「教育課程レベル」「科目レベル」の 3 段階で構成されている。 

「授業評価アンケート」「学生生活に関する実態調査」等が適切に実施されている。アン

ケート調査では、今後の改善方法を明確にするための「リフレクションカード」を作成し

対応している。授業評価アンケートの結果は、改善に向けて適宜フィードバックされると

ともに、ウェブサイトでの公表の他、学生や兼任講師室においても閲覧可能な状態となっ

ている。 

 

基準 4．教員・職員 

 

【評価】 

基準 4 を満たしている。 

 

4－1．教学マネジメントの機能性 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの確

立・発揮 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

 

【評価】 

基準項目 4-1 を満たしている。 

 



西南女学院大学 

10 

〈理由〉 

「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部規則」において、「学長は、校務をつかさ

どり、職員を統督する」と定め、学長のリーダーシップを明確にし、学長直轄の「将来計

画検討プロジェクト」の実行、ランチミーティング水曜会の開催、教職員に対する「学長

メッセージ」の発信等によりそのリーダーシップを発揮している。 

内部質保証に責任を負う「点検評価改善会議」、教育に関する内部質保証を推進する「教

学マネジメント会議」を設置するとともに、教学マネジメント担当の副学長を置き、適切

な権限分散、役割・責任の明確化を図っており、学長の補佐体制の整備を行っている。 

事務組織については、「学校法人西南女学院就業規則」等の関係規則に基づき職員を適切

に採用、配置している。職員は、学内の会議、委員会及び検討会に構成員、オブザーバー

として参画しており、教職協働による大学の運営体制を整えている。 

 

4－2．教員の配置・職能開発等 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発

と効果的な実施 

 

【評価】 

基準項目 4-2 を満たしている。 

 

〈理由〉 

教員の採用・昇任等については、「学校法人西南女学院就業規則」「西南女学院大学・西

南女学院大学短期大学部教員及び助手選考規則」「教員及び助手選考基準」「大学昇任人事

の評価に関する申し合わせ事項」により方針を明示し、人事委員会や昇任選考委員会のプ

ロセス等を明確にし、適切に実施している。教員組織は大学設置基準に定める必要な専任

教員数を満たしており、教育目的及び教育課程に即した専任教員の確保、適切な配置をし

ている。 

大学全体及び各学科の FD 研修会を実施し、教育内容・方法等の改善の工夫・開発の情

報共有など、FD 研修を組織的に実施している。教員については、「教育研究活動報告」に

よる自己点検・評価に加え、「授業評価アンケート」及び「リフレクションカード」を用い

た教育活動の評価・改善を行っている。 

 

4－3．職員の研修 

4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向

上への取組み 

 

【評価】 

基準項目 4-3 を満たしている。 

 

〈理由〉 
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法人全体の取組みとして、昭和 38(1963)年度から職員研修懇談会を毎年度開催しており、

法人の職員としての一体化、意識の統一化が図られている。 

「西南女学院職員研修(SD)規程」が規定されており、職員が学内外の研修プログラム・

自己啓発プログラムへ積極的に参加し、職員の資質・能力の向上が図られている。 

北九州地区の私立 4 大学、2 短期大学による共同 SD 活動を毎年開催しており、九州地

域の大学・短期大学の連携を強化している。 

 

4－4．研究支援 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

 

【評価】 

基準項目 4-4 を満たしている。 

 

〈理由〉 

専任の教授、准教授及び講師に個人研究室、助教及び助手に共同研究室と、教員の研究

環境が整備されており、有効活用されている。専任の教授、准教授及び講師には、「学外研

修日」として 1 週当たり 1 日設けている。研究を適正に実施するため、「研究取扱規則」

「研究不正防止に関する取扱指針」「倫理審査委員会規程」に従って適正に研究及び実験の

審査を実施している。また、「公的研究費の適正な取扱いに関する規程」「不正防止対策の

基本方針と不正防止計画」を規定し、公的研究費の不正使用の防止に努めている。「公的研

究費の不正使用及び研究不正行為防止ハンドブック」「研究費に関する取扱いマニュアル」

及び「啓発活動ポスター」を作成・配付して、厳正に運用している。「外部資金導入促進プ

ロジェクト」による外部資金獲得に向けた研修会を実施し、助言制度などの外部資金獲得

のための支援を積極的に行っている。 

 

基準 5．経営・管理と財務 

 

【評価】 

基準 5 を満たしている。 

 

5－1．経営の規律と誠実性 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

 

【評価】 

基準項目 5-1 を満たしている。 
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〈理由〉 

寄附行為に「キリスト教に基づく女子教育を行うことにより、個性豊かな人間を育成す

ることを目的とする。」と法人の目的を掲げ、教育基本法等の関係法令を遵守している。透

明性の確保及びステークホルダーへの説明責任を果たすため、法人に関する情報、教育研

究に関する情報などを主体的に公表している。 

法人の使命・目的の実現と教育活動の永続的な維持のための経営基盤強化に向けた「学

校法人西南女学院 中期計画 (2022-2026)Mission『要』」を定めている。 

環境保全については、LED 化による電力量削減、「ハラスメントの防止等に関する規則」

等の体系的な整備と研修会の開催、「西南女学院防災管理規程」に基づく「西南女学院大学

消防計画」の制定と「防災ガイド」の作成、必要な耐震補強改修工事の実施を行っている。 

 

5－2．理事会の機能 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

 

【評価】 

基準項目 5-2 を満たしている。 

 

〈理由〉 

理事会は、寄附行為に基づき適切に開催、運営を行い、「学校法人西南女学院理事会業務

及び理事会業務委任規則」に規定する役員、評議員、理事長の選任、予算（補正予算含む）、

事業計画、決算、事業の実績に関する事項をはじめとする法人の業務について審議、決定

している。理事会、常任理事会、運営協議会の設置等、理事長を頂点とした使命・目的の

達成に向けた意思決定ができる体制を整備し、適切に機能している。 

理事の出席状況は概ね良好であり、欠席時の意思表示のための委任状についても適切に

機能している。 

 

5－3．管理運営の円滑化と相互チェック 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

 

【評価】 

基準項目 5-3 を満たしている。 

 

〈理由〉 

法人の管理運営に関する審議を行う「運営協議会」を置き、理事長のリーダーシップの

もと、法人と大学の各管理運営機関の意思疎通と連携を図りつつ戦略的な意思決定を行う

体制を整備し、機能的に運営している。ガバナンス・コードを制定し、組織の透明性を保

ち、誠実かつ適切なガバナンスを確保していることを外部に公表している。各委員会に職

員が構成員あるいはオブザーバーとして出席し、職員が意見を述べる体制となっている。 

「学校法人西南女学院寄附行為」に基づき、監事及び評議員の選任を行っている。監事
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は、理事会及び評議員会に出席し、決算及び事業の実績について監査報告を行うとともに、

法人の業務、財産の状況、理事の業務執行の状況について意見を述べている。評議員会は、

予算、借入金、事業計画をはじめとする法人の業務に関する重要事項について諮問機関と

して機能している。評議員の評議員会への出席状況は適切である。 

 

5－4．財務基盤と収支 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 

【評価】 

基準項目 5-4 を満たしている。 

 

〈理由〉 

「学校法人西南女学院 中期計画(2022-2026)Mission『要』」を策定、実行する中、法人

全体として収支の均衡がとれていないことを重く受止めている。収入の増強策及び経費削

減等のために「予算基本方針」と大学・短期大学における中期計画を連動・対比させなが

ら、業務効率化及び改善に努めている。 

主たる収入源である学生生徒等納付金と直結する在籍者数及び入学者数が共に減少傾向

にあることを認識し、入学者の確保を最重要課題と認識して取組むとともに、外部資金の

獲得を目指して、毎年度「外部資金導入促進プロジェクト」による「科研費研修会」等を

実施している。純資産構成比率及び積立率は高く安定した財務基盤を確保している。 

 

5－5．会計 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

 

【評価】 

基準項目 5-5 を満たしている。 

 

〈理由〉 

学校法人会計基準や大学の経理に関する規則等に従い、適正な会計処理を実施している。

理事会の「予算基本方針」に基づき、教育研究活動の内容・目的を明確にして予算原案を

策定、理事長はあらかじめ評議員会の意見を聴き、理事会の議決を経て予算を決定、学校

法人会計基準や大学の経理に関する規則等にのっとり、会計処理を適正に実施している。 

監事は業務監査及び会計監査の重点項目を挙げた監査計画書を理事長に提出している。

また、法人の業務の監査及び法人の財務の状況を監査し、理事会に出席し、必要に応じて

意見を述べている。 

公認会計士による監査は年間約 15 日適正に実施しており、監査時には、法人全体の運

営状況及び中期経営方針等について意見交換会を行っている。公認会計士による監査及び

監事による監査を実施するなど、会計監査を行う体制を整備し、厳正に実施している。 
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基準 6．内部質保証 

 

【評価】 

基準 6 を満たしている。 

 

6－1．内部質保証の組織体制 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

 

【評価】 

基準項目 6-1 を満たしている。 

 

〈理由〉 

大学では「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画『要』Transformation 

(2022-2026)」の中で「教育の質保証」を重点項目として掲げ、継続的な自己点検・評価を

通じて内部質保証の機能性を高めていくことを明示しウェブサイトで公表している。内部

質保証のための組織は「点検評価改善会議」「教学マネジメント会議」が中心となり「内部

質保証体制図」を作成し、内部質保証が有効に機能するよう責任体制を明らかにし、教職

員の意識を高める工夫をして恒常的な PDCA サイクルの循環促進に努めている。「西南女

学院大学及び西南女学院大学短期大学部の諸活動に関する方針」を、分かりやすく学内教

職員に明示し、教育・研究活動をはじめとしたさまざまな活動の更なる向上に努めている。 

 

6－2．内部質保証のための自己点検・評価 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

 

【評価】 

基準項目 6-2 を満たしている。 

 

〈理由〉 

学則第 1 条の 2 に自主的に点検・評価を行うと明示し、「諸活動に関する方針」「内部質

保証に関する方針」を策定し自己点検・評価を毎年行い、委員会別・課別業務評価及び教

育研究活動の結果は、「点検評価改善報告書」としてウェブサイトで学内外に公表し周知し

ている。自己点検・評価活動によって明らかになった改善・向上のために必要な事項は、

各種委員会や部署において具体策を検討し改善に努めている。平成 27(2015)年度に「教学

IR 推進室内規」を策定し、調査・データ収集と分析を行うために「教学 IR 推進室」を設

置し入試部及び学生部を加え機能させている。 

 

6－3．内部質保証の機能性 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組み
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の確立とその機能性 

 

【評価】 

基準項目 6-3 を満たしている。 

 

〈理由〉 

学部・学科別の教育面での点検・評価と、その他委員会・事務組織、教職員個人の点検・

評価を行い、アセスメント・ポリシーに基づいて「機関レベル」「教育課程レベル」「科目

レベル」の三つの段階を設定し内部質保証の機能向上に努めている。「P 計画欄」「D 実施

欄」「C 評価欄」「A 改善欄」「次年度見通し（次年度における計画(P)の修正・変更・廃止

の見通し）」に分けられた課別・委員会別の各評価シートにより PDCA サイクルの実質化

に努めている。「点検評価改善報告書」は、改善向上方策の策定に生かされ、認証評価機関

の評価基準に基づいた点検・評価を並行して行っている。地域連携室主催の「地域懇談会」

で学外有識者から意見聴取をしている。 

 

大学独自の基準に対する概評 

 

基準Ａ．地域貢献 

 

A－1．地域貢献 

A-1-① 地域貢献に関する方針と地域連携室 

A-1-② 地域貢献活動の具体的な取組み 

A-1-③ 看護キャリア支援センターの取組み 

 

【概評】 

西南女学院大学は、学生への教育的効果の向上と大学に対する理解の促進を図ることを

地域貢献活動の意義と捉え、平成 28(2016)年 8 月に学長直轄の部局横断的組織として「地

域連携室」を開設し、地域貢献活動に役立てる努力をしている。地域連携室には、室長以

下 10 人を配置し、学外有識者 11 人を学外構成員として委嘱し、地域貢献活動のベースと

して機能している。 

「西南女学院大学・西南女学院大学短期大学部 中期計画『要』Transformation (2022-

2026)」の柱の一つに「社会との連携の強化」を掲げ、北九州市と包括連携協定を締結し、

地域課題解決、地域創生、観光・インバウンド、健康医療、子育て支援、SDGs 推進など

の取組みへ学生・教職員が参加し、大学は学術成果の地域への還元がなされている。「地域

懇談会」では、学外構成員である自治体、地域諸団体等の代表者など学外有識者 11 人と大

学関係者による意見交換がなされるなど、地域を巻込んだ活動が展開されている。 

平成 29(2017)年から「子ども・子育て」及び「女性活躍」の二つのワーキンググループ

を発足させ、地域に根づいた活動が展開されている。 

看護に関するリカレント教育・生涯学習機会の提供を目的として「看護キャリア支援セ

ンター」を設置するなど、斬新な取組みを通して全学的な地域社会への活動が展開され、
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また、「MOTENA-Sea プロジェクト」の取組みを通して教職員・学生が一体となり、先駆

的な実践が今後なされていくであろうことは特筆すべき点である。 
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Ⅴ．特記事項（自己点検評価書から転載） 

 

1．西南女学院創立 100 周年 

米国南部バプテスト派の宣教師の奉仕によって、キリスト教に基づく女子に対する教育

の場として設立された西南女学院は、令和 4(2022)年 4 月に創立 100 周年を迎えた。 

令和 3(2021)年度から、100 周年事業としていくつかのイベントを実施する計画をして

いたが、新型コロナウイルス感染症の収束が見られないなかで限定的に「西南女学院 100

年のあゆみ写真展」「西南女学院創立 100 周年記念コンサート」等を実施した。 

令和4(2022)年4月18日が本来の創立記念日であったが、創立100周年記念式典は、新型

コロナウイルス感染症の状況に鑑み半年延期した同年10月18日に、会場の変更や参加者の

制限など十分な感染対策を講じ、学生・生徒・園児、関係者約800人の出席のもと執り行っ

た。（表Ⅴ-1-1） 

式典は、教育理念に基づきキリスト教の礼拝の形をもって行うとともに、創立期の高等

女学校から戦禍を越えて現代の総合学園に至るまでの「西南女学院の100年のあゆみ」が

中学校・高等学校生徒のナレーションによりスライドで紹介された。 

院長は式辞で「私たちは建学の精神をつなぐランナーとして、これから進むべき道のり

に思いを馳せ、祈りを合わせなければならない。一人の宣教師によって蒔かれた一粒の種

が、100年の時代の流れの中で幾多の試練と変遷を耐え抜いて、大輪の花として成長させ

ていただいた。神様は人為的な思いを越えて歴史を築き、導き給う主の慈しみ、深い恩寵

と多くの先達の労苦に心より感謝を捧げ、私達の思いを越えて導き給う主の御旨を尋ね求

め、西南女学院の新たなる飛躍を祈りつつ、次の100年に向かって歩みだしたい。」と宣言

した。 

 

表Ⅴ-1-1 100周年記念事業 

年度 事業名 時期・期間 内容・備考

西鉄大牟田線車内広告
令和3(2021)年10月1日～

令和4(2022)年9月30日

西鉄福岡(天神)駅～大牟田駅間13本の列車の1車

両に掲出(出入口扉上)

創立100周年記念動画 令和3(2021)年11月22日～
西南女学院、西南女学院大学・短期大学部、中
高、幼稚園のホームページ掲載
https://www.youtube.com/watch?v=uxTpU65hsg0

西南女学院100年のあゆみ

写真展

令和3(2021)年12月1日～

令和4(2022)年1月5日

小倉井筒屋本館・新館間5階と8階連絡通路に西

南女学院の現在と創立期～飛躍期7期の展示ボー

ド8枚に各12枚の写真パネルを展示

郵便局ロビー設置の
液晶ディスプレイ
広告放映

令和3(2021)年1月～

令和4(2022)年12月

小倉駅前郵便局郵便窓口上とATM横のディスプ

レイ2台に15秒広告が1日100回以上放映

西南女学院創立100周年

記念コンサート
令和4(2022)年12月3日

出演 森野由み氏(ソプラノ歌手・卒業生)他

昼の部：中学・高校　ロウ講堂
夜の部：本部　マロリーホール

創立100周年記念式典 令和4(2022)年10月18日
会場を西日本総合展示場新館から北九州ソレイ
ユホールへ変更し、規模を大幅に縮小して開
催。

宣教師記念碑建立 令和5(2023)年3月22日 マロリー記念館ロータリー横に建立

令和5

(2023)

年度

創立100周年記念誌 令和5(2023)年6月発行 100周年記念誌編集委員による編纂

令和4
(2022)

年度

令和3
(2021)

年度

 

 


